







死海写本4Q185 と 4Q525 における
幸いの宣言








言 (,・1at定式)の機能を概観した後, 4Ql85と4Q525 における幸いの
宣 言 (,a定式)の特色を分析する。 さ ら に, 結論部では, この二つ
の文書における幸いの宣言( ,・1m定式)の機能が, 幸いの 宣 言 ( ',,,m
定式) という文学類型の形成発展について何を明らかに しているかを
論じる。
' DCH l.437-438; H.Cazelles,“?m,” ThWAT l.48l-485 : E.Puech,“4Q525
etlesp,ericopesdesBeatitudesen Ben Sira et Matthieu,” R B 9 8 ( l 9 9 l ) 8 0-
l06;GJ.Brooke,“The Wisdom of Matthew's Beatitudes(4QBeat and Mt.5:
3- l2),” Scriptw e Bttllel 加 l 9 ( l 9 8 9 ) 3 5-4 l ;  J.A.Fitzmyer,“A Palesitinian
JewishCollection ofBeatitudes,”idem., The Dead -S e a Sc,olls and Chri、slian
〇rigi ns (Grand Rapids:Eerdmans,l992)l1l- l18; J.H.Charlesworth,“The
Qumran Beatitudes(4Q525)and the New Testament(Mt5:3-1 l , L k 6 : 2 0-
26),” RHPR 80 (2000 ) l 3- 35を参照。





旧約聖書において幸いの宣言(・,m定 式 ) は, 文 頭 に ',-ln と い う 言
葉が置かれ, その後に幸いとされる人を描写する句が続く表現形式で
あり, 申 3 3 : 2 9 ; 王 上 l 0 : 8 ; 代 下 9 : 7 ; 詩 l : 1-2 ; 2 : l 3 ; 3 2 : 1-
2 ; 3 3 : l 2 ; 3 4 : 9 ; 4 0 : 5 ; 4 l : 2 ; 6 5 : 5 ; 8 4 : 5-6 ; 9 4 : l 2 ; l 0 6 :
3 ; 1 1 9 : l-2 ; l 2 7 : 5 ; l 2 8 : l -2 ; l 3 7 : 8-9 ; l 4 4 : l 5 ; l 4 6 : 5 ; 歳
3 : l 3 ; 8 : 3 2-3 4 ; 1 4 : 2 l ; 1 6 : 2 0 ; 2 0 : 7 ; 2 8 : l 4 ; 2 9 : l 8 ; 3 1 :
2 8 ; ヨ プ 5 : l 7 ; コ へ l 0 : l 7 ; イ ザ 3 0 : l 8 ; 3 2 : 2 0 ; 5 6 : 2 ; ダ ニ
l2:12等広汎な文書に見られる。幸いの宣言(・,m定式)は, 歴史物
語や詩文や格言や預言等様々なジャンルの文書に使用されているが,
中でも使用頻度が高いのが知恵の詩編(詩1: l -2 ; l l 2 : l ; l l 9 : l -
2 ; 1 2 8 : l-2 ) と 蔵 言 で あ る C蔵 3 : l 3 ; 8 : 3 2-3 4 ; l 4 : 2 l ; l 6 : 2 0 ;









詩編における ',-m定式は, 導入句として文頭に置かれるか(詩1:l ;
3 2 : l-2 ; 4 1 : 2 ; 8 4 : 5-6 ; l 0 6 : 3 ; l l 2 : 1 ; l l 9 : 1-2 ; l 2 8 : 1-2),
結びの句として文末に置かれる場合が多い(詩2: l3 ;33 : l 2 ;84 :
l 3 ; l 2 7 : 5 ; l 3 7 : 8-9 ; l 4 4 : l 5 )。文頭に置かれた場合, この表現は
聴衆に注意を喚起し, 幸いの主題を詩文全体の基調をなすものとして
提示する効果がある。 文末に置かれた場合は, 詩文全体を幸いの主題
で締め括ることとなる。会衆の 「アー メ ン」 または 「アーメン, ア ー
メ ン」という応答が直ぐ後に続く場合もある(4 l : l 4 ;72 :18- l 9 ; 8 9 :
53; l06:48を参照)。特に, 二重のアーメンが続く場合は, 詩集とし
ての詩編中の各巻の結びとなり, 大きな区切り日となっている (41:
1 4 ; 7 2 : l 8- l 9 ; 8 9 : 5 3 ; l 0 6 : 4 8 )。文中に置かれた場合には, 新しい
部分を導入する場合と(40 : 5 ; 9 4 : l 2 ; l 4 6 : 5 ), それまで述ぺてき
たことを締め括る場合とがある (34 :9 )。
このような用法は, 神への設美の定型句である,l-E定式の用例と並
行する。 -p-E定式もまた, 詩編の文頭に置かれて詩文全体の基調を与
え る か ( l 4 4 : l ), 文末に置かれて詩文を締め括る場合が多い(詩l8:
4 6 ; 3 l : 2 2 ; 4 l : l 4 ; 6 6 : 2 0 ; 6 8 : 3 6 ; 7 2 : l 8- l 9 ; 8 9 : 5 3 ; l 0 6 :
4 8 ; l 3 5 : 2 l )。但し, 両者の間には相違もある。 lr,l3定式は神につい
て使用され, 礼拝の中で神を設美するために用いられるのが通例であ
る一方で, ,-m定式は神には適用されず, 専ら人間に適用され, 幸福
な人間の理想を提示している3。尚,E.Lipinskiは, ,, lolt定式の起源






拠はない。 ,・、oH定式が知恵の詩編の文頭に用いられている例は, 詩 l :
l ; 1 l 2 : l ; l l 9 : 1-2 ; l 2 8 : l-2 に見られる。例えば,詩 l l 2 : 1 b は 以
下の通りである。
l b  幸いである, 主を長れ,
l c  その戒めをとても喜ぶ人は。
華いと宣言する理由は, 宣言を受ける者の,「主を長れ, その戒めを
とても喜ぶ」 生活態度とされる。幸福の具体的内容は, 子孫の興隆と
繁栄である(2-5節)。また, 「主を長れ, その戒めを喜ぶ人」は, 「真つ
直ぐな人」 ( 4 節 ) や「義人」 ( 6節)とも呼ばれている。 これに対して
「悪しき者」 には破滅が予告されている(10節)。同様に, 詩128:1-
2 は, 「幸いである, 主を長れ, 主の道に歩む人は」と宣言した後に, そ
の個人的幸福の内容を具体的に描写する ( l 2 8 : 2-3)。
他方, 詩1:  l-2 は ト ー ラ ー (律法) を学ぶ者を幸いと宣言し, 教育







2. 彼はいつも主のトーラーを喜び, ト ー ラ ーを日夜口ずさむから
であるo
1節は最初に m n '' lo:t (幸いである, その人は)と宣言をした後, 幸





ら れ な い と す る。6節は, 主のトーラーを学び実践する義人が栄え, 悪
しき者たちが滅びる理由は, 主がそれぞれの道を知つているからであ
ると述べて, 詩編l編を締め括つている。主 の ト ー ラ ー ( 律 法 ) を 喜
び, 日夜学ぶ知者が義人と呼ばれ, 幸いが約束されているのである(6
節を参照)。
詩 l l 9 : l-3は下記の通りである。
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1. 幸いである, 道を全うし, 主のトーラーに歩む人々は。
2. 幸いである, 主の証しを守り, 誠心識意探求する人々は。
3. 彼らは不義を行わず,その(=主の)道に歩む。
この幸いの宣言は,幸いである と言われる人が複数である こ と と, ・,n
が2回連続して使用されている点が注日される。 幸いとされる人が複
数であるのは, 詩 3 3 : l 2 ; 8 9 : 1 6 ; l 4 4 : l 5 にも見られる。 これらの
場合には個人というよりも民族や集団の幸福が間題とされている。 二
重の・,, loH は詩32: l-2 にも見られるが, 二種の人々が幸いと言われて
いるのでなく, 同じ人々の二つの側面に光を当てていると考えられ
る 5。詩編l19の場合で言えば,「道を全うし,主のトーラーに歩む人々」
は 「主の証しを守り, 読心誠意探求する人々」 である。外典・偽典文
書や新約文書の一部に見られるような三重以上の,n定式は旧約聖書
には見られない。














必 要 と な る ( 歳 3 : 1 3 ; 8 : 3 2-3 4 ; 1 4 : 2 l ; l 6 : 2 0 ; 2 0 : 7 ; 2 8 : 1 4 ;
29 : l 8 ; 3 1 : 2 8 )。蔵言の書に収録されている格言の多くは知恵の獲得
と伝授ということを主題としてぉり, ・,・m定式と親和性が強い。例え
ば, 蔵 言 3 : l 3- l4は次のように述べる。
:,-o・ar、p ,a,- o-ns'、no,n N的 o-nt 、,m l 3
:'n・et11Ln rrlru,・l ,lo,r-ulol,'rlrlo ;3 lo 、, l4




さ ら に, ' に導かれる3節がその根拠付けを与えている。この構造は,
6 知意の詩編の中でも, 詩 l ;  l12; l19; 128他は特に「 ト ー ラ 一詩編Jと呼ばれ





を幸いと直結させている。歳 3 : l 3 は, 「知恵を見出す人, また理解に






:'l-l0 0' ' -1 I ''' 1m l'-1l l 0 0  0'13 :ln1:l'  32
:'ul,1o,r1-◆l lo3m -lo,n ・unoo 33
ol' o'P 'M?i3 'Iplf''ll' .;lt0  0-nt 、''、m 34
:、「ul 0  ntflO''ll3dl
32. さ あ, 子らよ, 私の言うことに耳を傾けなさい。幸いである, 私
の道を守る人々は。
33. 譲めと知恵に耳を傾け, 軽んじてはならない。
34. 幸いである, 私に耳を傾け, 日々, 私の扉の番をし,
私の戸口の門柱を守る人は。





と な る こ と は,詩編における使用例には認められなかった現象である。
歳言の他の箇所に出て来る例では, ・Plm定式は主として, 統合的ま
たは対位的並行法の構文で書かれた短い格言に使用され, 様々な德目
を実践する人が華いであると宣言されている ( 競 l 4 : 2 l ; l 6 : 2 0 ;
2 0 : 7 ; 2 8 : l 4 ; 2 9 : 1 8 )。
iv. その他の文書における幸いの宣言
詩編と競言以外における幸いの宣言の使用例は, 申33:29;王上
l 0 : 8 ; 代 下 9 : 7 ; ヨ プ 5 : l 7 ; コ へ 1 0 : l 7 ; イ ザ 30 :18 ;32 :20 ;
5 6 : 2 ; ダ ニ l 2 : l 2 に見られる。申33:29では, 死を前にしたモーセ
がイスラェルに与えた祝福の結びにこの ',・mt定式を使用している。 こ
れは, 詩文の結びにこの表現を用いる一連の詩編に見られる,, lat 定式
の 典 礼 的 用 法 に 連 な る ( 詩 1 8 : 4 6 ; 3 l : 2 2 ; 4 l : l 4 ; 6 6 : 2 0 ; 6 8 :
3 6 ; 7 2 : l 8-19 ;89 : 53 ; l 06 : 48 ; l 35 : 21を参照)。歴史物語におけ
る,1m定式の使用例は, 王 上 l 0 : 8 ; 代 下 9 : 7 見 ら れ る。王上10:8
によるとソロモン王の知恵の評判を聞いてやって来たシバの女王は,
ソロモンの知恵が評判以上であることに感嘆し, 次のように語つた。
:1rnon-nR o,田;'l -l・,ll n T,ol, o,-lan1l :li,l t T・l:u,,, lm T m ,、at 8











ザ 3 0 : 1 8 ; 3 2 : 2 0 ; 5 6 : 2 ; ダ ニ 1 2 : 1 2 ) 。 イ ザ 5 6 : 1-2は次の通りで
ある。
主はこのように言われる。 法を守り, 義 を 行 い な さ い。
私の救いが訪れ, 私の義が顕されるのは近い。
幸いである, 義を行う者, 義を保持する者は。
安息日を11llさずに守り,  その手をあ らゆ る 悪 を 行 う こ と か ら 一i
る 。
これは 「法を 、l lり ,  義 を 行 い な さ い。」 (56: l a )  と い -う, 1動めの言1集
に続いて, 救いが近付き , 神 の 義 が ま も な く 顕 さ れ る と い う 約 東 の 言
1集が語られた上で, 義を行う者の幸いが語られている(56:  lb-2)。 幸
いの宣言が勧告と結含する点は,願8:32-34の用例に並行するが, ま
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死海写本4Q1815と4Q525 における幸いの宣言 l l
もなく顕される神の義という終末的視点が語られる点は新しい展開で








1. 幸いである, 忍耐して, l,353日に到る人は。
この箇所は黙示的文書であるダニエル書の結びに置かれている。 文書
に締め括りを与える機能は, 詩編における幸いの宣言の用法の継承で
あ る ( 詩 l 8 : 4 6 ; 3 l : 2 2 ; 4 l : l 4 ; 6 6 : 2 0 ; 6 8 : 3 6 ; 7 2 : l 8- l 9 ; 8 9 :
5 3 ; l 0 6 : 4 8 ; l 3 5 : 2 1 )。しかし, ここには従来見られなかった要業も
存在している。 12章は終末時における大天使ミカェルの来臨と, その
時に命の書に名が記されている義人に与えられる究極の救いを描いて








展である。幸いの宣言は, 外典・偽典文書にも(トビ l3 : 1 5- l 6 ; シ ラ
l 4 : l -2 , 2 0 ; 2 5 : 8-9 ; 4 8 : 1 l ; ソ ロ 詩 6 : l ; l 0 : l ; l 7 : 4 4 ; l 8 :
6 ; 工 チ・エ ノ 5 8 : 2 ; 8 1 : 4 ; 8 2 : 4 ; ス ラ・エノ42 :6- l 4 ; 5 2 : 1- l 5 ;
モーセ昇l0:8 ),死海文書にも(4Q185;4Q525), ラビ文献にも見ら
れ る (「ミシュナ』 「ヨーマ」8 ,9 ;「ア ヴ ォ ー ト 」 2 , 8 b ; 4 , l ; 「ヶリ ー
ム」30.4 ; 「バビロニア・タルムー ド」 アボダ・ザ ラ ) 2 7 a ; 「べラホー
ト J 2 l ; 6 l b ; 「ヨーマ」87a; 「スッカ」 53a; 「エルサレム・タルムー
ド』「アポダ・ザ ラ」40d; 「キ ッ ド ゥ ー シュ」66cd; 「シ ャ ッ バ ー ト」l4d;





例 は (エ チ・エ ノ 5 8 : 2 ; 8 l : 4 ; 8 2 : 4 ; ス ラ・エノ42:6- l 4 ; 5 2 : 1-
l 5 ; モー セ 昇 l 0 : 8 ), 詩文中の使用例(トビl3 : l5-1 6 ; シ ラ l 4 : 1-
2, 2 0 ; 2 5 : 8 ; 4 8 : 1 l ; ソ ロ 詩 6 : 1 ; l 0 : l ; l 7 : 4 4 ; l 8 : 6 ) と は か
なり性格が異なるので別に扱う必要がある。
' li1ll し く は, liilI, l . l 89 ;  M.Hengel,“Zur mattahischenliergpredigt und ihrem
judisch,en l・Iintegrund,”ThR 52(1987)332-3 4 l (= ders.,Juda ica,Hellenica el












この部分は, カ イ ロ  ・ ゲ ミ ザ よ  り発見されたへプライ語写本が存在し
て ぉ り, 下記のようになっている8。
:u〇''' :'u '、8l'1E、 ,:'f1・.l、:'ll1〇n3m '・lat 20
:1;n1ll l' -l、「ll、3l'日、'tiトl:l、9f l ll';l Oal 21
o S.Schechter/C.Taylor,7heWisdom o f B e n S ifa. Portionsof theB,ook
aceagfas発'a e f m n  MeOMeωMa/ 解aiP4s t'” //M Ga'Mo Gmfzaal (Cambridge:
Cambridge University;Press,1899);E.Puech,“4Q525etles pericopes des










約東されている(シラl4 :26-2 8 ; さ ら に, 歳 3 : l 3-14を参照)。同様
な主題は, シ ラ 2 5 : 8-9にも見られる。
ソロモンの詩編は正典の請l編の文学形式を継承した文書であり, 幸
いの宣言も詩編の場合と同様に, 詩文の導入部に置かれるか (ソロ詩
6 : 1 ; 1 0 : l ), または, 結びの部分に置かれている(l7:44)。 ソロモ
ンの詩編に出て来る幸いの宣言も, 敬廣な義人の幸福を説く点では知
恵文学的であり, 主の名を呼ぶ者や(ソロ詩6: l ), 主に咎めによって
罪より清められた者の幸いを語る(l0:1)。これに対し, ソロ詩l7 :44
と18:6の用例は, かなり性格を異にする。例えば, l7:44は以下の












似 て い る ( イ ザ 3 0 : l 8 ; 3 2 : 2 0 ; 5 6 : 2 ; ダ ニ 1 2 : l 2 を 参 照 )。
トビト書13章は, エ ルサレムの回復の希望を語る設歌であり,
e t,a.oyり,0 f ,0 eeOf (神は讚むぺきかな) という識美の言葉で始まって
いる。 15b-16節は以下通りである9。
l 5b幸いである, お前を愛する者たちは。





l 6  幸いである, お前のすべての苦難を悲しむすべての者たちは。
彼らはお前を喜び, 永久にお前の喜びを見るであろう。
ト ビ ト  l 3 :  l 5- l 6 に用いられている幸いの宣言は, 文体的にはソロモ
ンの請編17:44の幸いの宣言に近い。ここでも幸いの宣言は終末的未
来への待望と結び付いている。 文体からすると, はじめの二つの幸い
の宣言において, 幸いと宣言される人々は複数であり, 冠詞 ot を伴い
名詞的に使用された分詞によって表現されている(o l ,al・yano1,t,ef・σe,
o1 x1ap,1io'o,,・m. ,e,n t fa eip力va ,c;ot,)。但し, 幸いの宣言が拡張され
三重になっているのは, 従来の幸いの宣言にはなかった新しい要素で
ある。第三の幸いの宣言は, 主語が分詞句ではなく名詞句であり
(,l1at,・rer o l at,0p,_lot), その後に関係文が続いている。さ ら に, その




ii. 黙示文学における幸いの宣言 (エチオピア語のェ ノ ク 書 と ス ラ
プ語のェノ ク 書 )
エチオピア語のェ ノク書において, 幸いの宣言は三度使用されてい
る ( 5 8 : 2 ; 8 1 : 4 ; 8 2 : 4 )。例えば, 81:4は以下の様に述べる。
4 そのときわたしは言つた。
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は(58:2 ;82 :4も同様), 黙示文学によるこの文学形式の用例の特色
であろう o
スラプ語のェノ ク 書 4 2 : 6- l 4は, 以下の通りである。
6 幸いである, 主の名を敬い,常に御前にあって仕え, 長れをもっ
て贈り物をなし, 命を献げ, 生種において義しく生きて死んだ
人は。
7 幸いである, 金のためではなく ,正義のために, どのような見
返りも期待せず, 義しい裁きを下す人は。品原のない裁きが彼
に下される結果となるであろう。
8 幸いである, 操の者を着せ, 飢えた者に食物を与える人は。
9 幸いである, 弧児ややもめに正しい裁きを下し, 不当な扱いを
受けている者を助ける人は。
10 幸いである, 空しいこの世の俗な道から身を翻し, 義しい道を
歩み, 終わりのない命に生きる人は。
l l  幸いである, 義しい種を蒔く人は。七倍の収種を得るであろう。
'°「l日約外典偽典」 第4卷 (教文館, l975年) 250買より引用。
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l 8
l2  幸いである, 真実にあって, 隣人に本当のことを語る人は。













文学ユニ ツ ト の一要素であることから進んで, まとまった一つの独立
の文学ユニツトとなる。










例 と な っ て い る。
2. 4Ql85における幸いの宣言 ( ,,・1四・tl定式)
i. 本文(4Q1851-2. ii. 8-15)と私訳
ク ム ラ ン 第 4 洞ノ穴出土の4Q185は, 大変断片的な保存状態ながら,










何を[ ] [ ]彼の前に惡がすべての人々へ及 ぶ で あ ろ う 。
幸 い で あ る , そ れ 〔 = 知 恵 〕 を 与 え ら れ た 人 は。
'2 写本の保存状態は非常に i造iく , 始初に公表された校訂本文は, J.M. Allegro,
Qum r m Cau,e 4 i (DJD5;0x ford :Clarendon, l968)85- 8 7 で あ る が , 後 に,
J.Strugne11,“Les Notessurle no. l85desDiscoveries in the JudaeanDesert,”
ReuQ 5 (1970 )27 l -272;I-I.Lichtenberger , “Eine weisheitliche Mahnrede in
den Qumranfunden(4Q185)," in M. Delcor(ed.), Qum ran .' sa i) !ete, sa
1heotogteet sonm i l ietl (Paris:Ducu1ot,l978)l51-- l 62によって一部訂正の試み
がなされた。 F.G. Martines/E.J.C. Tigchelaar, T11e DeadSea Sc'olts ( 2vo l s ;





l0. イスラェルに [神はそれを与えていない]」 と。 (主は) [ 善]
い贈り物としてそれを贈り, 御民全体を[ ] 願 う。
11. しかし, ( 主 は ) [  知]恵を憎む者たちを滅ぼす。知恵に重
きを置く者はすぺて言う。「そ れ (=知恵)を所有とし,
12. それを見出し, それを[堅]持し, 遺産として受け取る」と。そ
れと共に [ 長寿の]日々が あ り, 太つた骨があり, 心の喜び
と, 富 [ と名替] がある。
13. (主の)構れみは御民のためであり, その救いは, [ ]。幸
いである, そ れ (=知恵)を実踐して, [それ] について欺かな
い人は。
14. 彼は欺きの[到 によってそれを求めるのではなく, へつらい
によって堅持するのでない。(主が)それを父祖たちに与えたの
で, 彼はそれを継承し,[堅持] する。












7), 後半は, 知恵を称揚する讚歌(ii.8-15 )となっている。前半部に
は, 「私の言うことを間きなさい, 我が子らよ Jという語りかけの言葉
が出て来てぉり(ii.2), 知恵文学の慣例に従つて, 親から子供たちへ,
または, 教師から弟子たちへの教えという形式を備えている C蔵 l : 8 ,
1 5 ; 2 : l ; 3 : 1 ; 4 : l , 1 1 ; シ ラ 2 : l ; ; 3 : l , 1 7 ; 4 : 1 他 を 参
照) ''。前半では父祖たちに与えられた知恵の継承という主題が強調さ
れ, 後半では知恵を自分の子孫に伝えて行くことの大切さが強調され
て い る ( 特 に, i i . l 5 を 参 照 )。 この点において, この写本はイスラ エ
ルの民が次の世代に知恵を伝える務めを強調する中命記の共同体的教








l''・ Tobin. “4Ql85and J,e゙ ish Wisdom Literature.” in H.W.Attridge/J.J.
Collins/T.H.Tobin(eds.).0f Scribes a,t d Sm)uls .・ Studies o n l he Hebreu・
a'bae, 1,ll e f西・fame,lfar1f,‘daism. a,,d Cam'sa'M Ong加s(Lanham-New York -
London:University of America, l 9 9 0 ) l 4 9- l50を参照。
'4 T.H.Tobin,l45を参照。
'S 抽構 「申命記の教育!all想 . I l キリスト教教育論集」 第l2号(2004年)2 , 6-8 買
を参照。
















l .  [幸いである, 真実を語る人は]。清い心であり, 舌でそしること
をしない。 幸いである, その(=主の)戒めを堅持する人々は。
彼らは支持することはない,
'o本文は, E.Puech. Qt m,anGrolle イ V111 (DJD25;0xford:CIarendon,
1998)l22-128;idem.. “4Q525etlespericopesdesB,eatitudes en Ben Sira et
Matthieu,” R B 98 ( l 9 91 ) 83-84;F.G.Martines/EJ.CTigchelaar, TheDead
Sea S:c''oll1ls (2vols;Kleiden;Brill,1997)2.1052- l055に換る。尚, 8- l4行も断












悩にあっても放棄せず, 恐れの [日々に も ] 忘 れ な い。
6. 魂の苦しみにあってもそれを嫌うことがない。それと言うのも,
彼はいつもそれ(=知恵)のことを考え, 苦しみにあって[それ
を ] 想 う か ら で あ る。 [すべての]









l 7  J.Il.CharIesworth,“The Qumran Beatitudes (4Q525) and the New Testa
m e n t ( M t 5 : 3-1l. Lk6 : 2 0-26),” RHPR 80(2000)2 lに資成。
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この写本断片に現状では, 5 っの幸いの宣言( ,lml 定式)が含まれて
いる '8。但し, 断片的な保存状況であるので, この写本に元々い く っの
幸いの宣言が含まれていたかははっきりしない'9。 し か し , 少 な く と も
5つの幸いの宣言が含まれていたことは事実であり, 中間時代のュ ダ
ヤ教文書における幸いの宣言の拡張傾向を認めることが出来る ( ト ビ
ト 1 3 : 1 5 - 1 6 ; ス ラ・ エ ノ 4 2 : 6- l 4 ; 52 :1-15を参照)。第5の幸いの
宣言に ついては, 幸 いの宣言の中核部分の後に(ii. 3-4ab), 苦難の中
でも知恵を捨てないことを描写する長大な付加部分が続いてぉり (ii.
4c-7), 初めの4つの幸いの宣言が示す文体上の均衡を崩している。
この写本では知恵を得ることは同時に, 倫理的に正しぃ行 動 を と る
こ と, ト ー ラ ー (律法)に示された道に歩むことを意味している(i i. 1,
4)。知惠の獲得とト ー ラ ーの学習と遵守が結び付く点では, 知恵の詩
編 ( ト ー ラ 一詩編)の幸いの宣言や(詩1:1-2 ; 112 : 1 ; 119 : 1-2 )や
ベン・シラの知恵にも並行している(シラ14 : 20 )。また, 幸 いの宣言
が勧告的な調子を帯びている点では, 歳 8 :  32-34の幸いの宣言に性格
が似ている。
この写本の幸いの宣言は, 知恵を求め, 苦難を神の訓戒と考えて受
容し, 知恵を捨てない態度を, 「幸いである」と宣言している。 この幸
'B 1行目の '日'頭の部分は保存されてぃないが, 後に統く部分との文体上の関連か
ら, 元々は幸いの宣言が再かれていたと推定されている。 この点については, E.
Puech, Qum,a n Grotte 4 Vm (D JD25 ) l 26 ; i d em.. “4Q525,” R B 98( l991 )
88-89;G.J. l l rooke,“The Wisdom of Matthew's Iieatitudes(4QBeat and Mt.
5 : 3-12,” Script1 lre Bu11etin 19 (1989 )35-36; J.A.Fitzn、yer ,“APalesitinian
Jewish Co11ection of Beatitudes,” idem., T he D e a d Sea Sc,,o,tl1ls a,1d ( 1lltristian






( 詩 1 : l ; l 1 2 : 1 ; 競 8 : 3 2-3 4 )とは異なる。苦難の背後に神の教育
的日的を見出すことは, 申命記による荒野の40年の体験の解釈や(申
8 : 2- l0 , l4-1 5 ; 9 : 7-2 9 ; l l : 1-7), 1蔵言の一部や(歳3:11- l2), ヨ
プ記のェ リフの言葉の中に見られる(ヨプ36: l 5-33) 2°。苦難の中でも












れていることは,同時代のュダヤ教知恵文書である, ぺン ・ シラの知
恵の幸いの宣言が用いられていること並行している ( シ ラ 1 4 : 1-2,
2 0 ; 2 5 : 8-9 ; 4 8 : l 1 )。 これに対して, ヘレニズム思想と ュダヤ思想







3 : l 3 ; 8 : 3 2-3 4 ; l 4 : 2 1 ; l 6 : 2 0 ; 2 0 : 7 ; 2 8 : 1 4 ; 2 9 : 1 8 ; 3 1 :




宣言の一つの特徴となっている(トビト13:15- l 6 ; ス ラ・エノ42 : 6-
1 4 ; 5 2 : l- l5を参照)。
他方, これらの死海文書の幸いの宣言が語る幸いの内容は, ユダヤ
教黙示文学の幸いの宣言が語るような, 来るべき世や死後の世界にお
ける幸いといった(エチ・エ ノ 5 8 : 2 ; 8 l : 4 ; 8 2 : 4 ; ス ラ・エノ42:
6-1 4 ; 5 2 : l-15 ;モーセ昇10:8を参照)彼岸的なものではない。
ii. 初期キリス ト教における幸いの宣言との関係
新約聖書にも幸いの宣言は祝福の言葉として広範に使用されている
( マ タ 5 : 4 , 5 , 6 , 7 , 8 , 9 , l 0 , 1 1 ; l 1 : 6 ; 1 3 : l 6 ; l 6 : l 7 ; 2 4 : 4 6 ; ル
カ 1 : 4 5 ; 6 : 2 0 , 2 1 , 2 2 ; 7 : 2 3 ; l 0 : 2 3 ; 1 l : 2 7 , 2 8 ; l 2 : 3 7 , 3 8 ;
1 4 : 1 4 , 1 5 ; 2 3 : 2 9 ; ヨ ハ 1 3 : 1 7 ; 2 0 : 2 9 ; 使 2 0 : 3 5 ; 2 6 : 2 ; ロ マ
4 : 7 , 8 ; l 4 : 2 2 ; I コ リ 7 : 4 0 ; I テ モ 1 : 1 l ; 6 : l 5 ; テ ト 2 : l 3 ;
ヤ コ l : 1 2 ,  2 5 ; I ぺ ト 3 : 1 4 ; 4 : l 4 ; 黙 l : 3 ; 1 4 : 1 3 ; l 6 : 1 5 ;
l 9 : 9 ; 2 0 : 6 ; 2 2 : 7 , 1 4 )。新約聖書中の幸いの宣言は, 知恵文学的な
性 格 の も の と ( マ タ 5 : 4 , 5 , 6 , 7 , 8 , 9 , 1 0 , l 1 ; l l : 6 ; 1 3 : l 6 ; l 6 :
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17 ; 2 4 : 4 6 ;ルカ1 : 45 ; 6 : 2 0 , 2 1 , 2 2 ; 7 : 2 3 ; 1 0 : 2 3 ; 1 l : 2 7 , 2 8 ;
1 2 : 3 7 , 3 8 ; l 4 : l 4 , l 5 ; 2 3 : 2 9 ; ヨ ハ l 3 : l 7 ; 2 0 : 2 9 ; 使 2 0 : 3 5 ;
2 6 : 2 ; ロ マ 4 : 7 , 8 ; 1 4 : 2 2 ; I コ リ 7 : 4 0 ; I テ モ 1 : 1 1 ; 6 : l 5 ;
テ ト 2 : 1 3 ; ヤ コ l : l 2 , 2 5 ; I ぺ ト 3 : 1 4 ; 4 : l 4 ), 黙示文学的性格
の も の と に 大 別 さ れ る ( 黙 1 : 3 ; 1 4 : 1 3 ; 1 6 : l 5 ; 1 9 : 9 ; 2 0 : 6 ;
22:7, l4)。 イ ェスの山上の説教中の幸いの宣言と(マタ5 : 3- l 2 ) 平
野の説教中の幸いの宣言は(ルカ6:20-23), 知恵文学的要素と終末論
的要素の両方を兼ね備えている。





言 ( マ タ 5 : l 1- l2)と平野の説教の第4の幸いの宣言は(ルカ6:22-
23) 著しく拡張されている。4Q525では幸いの宣言が5回重ねられて
い る が, 山上の説教における幸いの宣言は9回, 平野の説教における
幸いの宣言は4回, 幸いの宣言を重ねている。
他方,山上の説教における幸いの宣言や(マタ5:3,10,12), 平野
の説教における幸いの宣言では(ルカ6:20,23), 神 の 国 ( 天 国 ) で
の幸いを強調している。 特に, 山上の説教における第8と第9の幸い
の宣言や(マタ5: 10- l2), 平野の説教における第4の幸いの宣言では
(ルカ6 : 22-23), イ ェスの従う故にこの世では迫害を受ける者たちに
その報いとして与えられる神の国 (天国) での幸いを約束し, 希望を





戒と理解し, 積極的に意味付ける考え方が見られる(ii. 4c-7)。 この思
想は, 旧約聖書にある考え方の継承であるが(申8:2-10, l4 -1 5 ; 9 :
7-2 9 ; l 1 : l -7 ; 蔵 3 : 1 1- l 2 ; ヨ プ 3 6 : l 5-33), 新約聖書では試練を
神の教育手段とするへプ ラ イ 書 に も 見 ら れ る (へプ 5 : 8 ; l 2 : 4- l3)。
死海写本4Ql85と4Q525 における幸いの宣言の使用は, ベン・シラ
の知恵の幸いの宣言や(シラ14:1-2 ,20 ;25 :8-9 ; 4 8 : l l ), ソロモ
ンの詩編における幸いの宣言とあいまって(ソロ詩6: l ; l 0 : l ; 1 7 :
44; l 8 : 6 ), 新約聖書に先行する近い時代に成立したュダヤ教知想文
学が旧約聖書の文学的伝統である幸いの宣言を継承発展させたことを
示している。 これらのュダヤ教文書の幸いの宣言は, 旧約聖書の幸い
の宣言と, 新約聖書中の幸いの宣言とを媒介する役割を果たしている
のである。
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